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皆さんは、文学部というと、どんな「学び」を想像するでしょうか。文

学部は哲学、歴史学、文学、社会学、心理学といった学問領域で、２７の

専修課程をかかえる研究・教育の場です。対象とするのは、人間や社会や

宗教から言語や美術や考古遺物まで、文化にかかわるきわめて広い領域で

すが、時代は古代から現代、さらに未来まで、地域も日本やアジアを中心

に、ヨーロッパや南北アメリカや中東など、世界の各地に及んでいます。 
 これほど多様な分野が広がる文学部で、学生はいったい何を学ぶのでし

ょうか。いや、文学部で学ぶということはいったい何なのでしょうか。実

は、この問いを考えることも、いや、それを考えることこそが文学部の「学

び」なのです。 
 ここで大学にある他の専門課程と比べてみましょう。資格を身につける

ことにつながったり、将来仕事に活かす技能や知識を得るような分野はた

くさんあります。むしろ、大学とはそのような社会への準備をする教育機

関だと思っている人も多いかもしれません。もちろん、そんな知識や技能

も大切ですし、それに向けて勉強することも必要です。しかし、大学の学

問というものは、そういった勉強とは区別されるもの、いや、まったく異

なるものだと、伝統的に語られてきました。 
 文学部で従事する学問には、職業や実益に直結するような研究はあまり

ありません。私が専門としている古代ギリシア哲学は、二千数百年前に地

中海地域で展開されたさまざまな思索と議論を、古典ギリシア語やラテン

語で読んで考えるという、文字通り古典的な研究です。これまで西洋を中

心に積み重ねられてきた膨大な研究蓄積と日々格闘しながら、地道にテク

ストを読解し議論して論文を書くといった、そんな学問営為です。しかし、

単なる趣味に過ぎないのではないかと言われると、それは違うと答えます。

文学部の学問研究は、私たち人間のあり方を全体から見つめ直し、そうし
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て私たち自身が「人間」としてより善く生きていくための、もっとも根本

的でもっとも大切な事柄を日夜考えることだからです。 
 文学部での学びの目的は、知識や技能の獲得ではありません。そうでは

なく、学びにおいて私たち自身が変わっていくことです。なにかを学ぶこ

とで、自分が何者であるかが少しづつわかっていく。しかも、他者と対話

することで自覚と変容を経験する、共生が目指されています。そこでは、

こうして学問をして生きる人間という存在が問われ、したがって「学ぶと

は何か」が問われ答えられることになるのです。 
 これは哲学に限られた事柄ではありません。歴史学では、過去の事実や

状況を丹念に調べて考察することで、ある時代や人々の暮らしがどうだっ

たかを知るだけでなく、そうして過去を論じる現在の私たちは何者か、歴

史を研究するとは一体どういうことなのかが突きつけられます。文学の研

究でも、対象とする小説や文学作品を精密に読み解き、豊かな背景や思想

や影響などを解釈しながら、そうして文学を読み続ける私たち自身のあり

方を見つめていきます。そこで、私とは何かに気づいたり、わからなくな

ったり、そうした気づきに驚いたりします。それは、哲学や歴史や文学を

つうじて私たちが人間としての自己のあり方を発見し、成長していく軌跡

です。おそらくそれが、文学部で学ぶという一つの姿なのだと思います。 
 そして、文学部で学ぶということは、なによりも悦びです。必要のため

に、社会の期待で勉強するのとは違い、文学部の学問は、それぞれの人が、

自分の好きな対象やテーマを選んで、そこに没頭し沈潜しつつ、最終的に

卒業論文をまとめるというもので、それこそが最高の楽しみなのです。楽

しむなかで、自分が実現したい生き方や人間を見つめ、理想の社会像に出

会い、自身をそれに近づけていく、それが文学部で皆さんが経験するはず

の学問です。 
 こうして考えていくと、文学部の「学び」は別に文学部に限ったもので

はなく、大学での学問のすべてが関わり、その根底にあるものであり、さ

らに世界で私たちが生きていくあらゆる「学び」を支える基盤であるとわ

かります。 
 この機会を活かすかどうかは、それぞれの人にかかっています。文学部

はできるだけ良い学びの場を提供していきますが、そこで「学ぶ」のは皆

さん自身なのですから。 
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本冊⼦の情報は 2024 年 4 ⽉現在のものです。最新の情報は⽂学部ホームページや掲⽰など
で確認してください。 
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文文学学部部 古古いい伝伝統統とと新新ししいい魅魅力力とと 
 
 文学部でなにを学ぶか。すでにある程度はご存じかもしれません。 
 哲学、宗教学、日本史学、考古学、言語学、英米文学、フランス文学、

心理学、社会学――こうした多くの学問分野の名前はすでに馴染み深いも

のでしょう。そのうちのいくつかについてなら、教養課程の講義や参考書

をとおして、概要くらいは学んでいることでしょう。 
 左ページの表にあるように、文学部には 27 の専修課程があり、それぞ

れ伝統的な、あるいは新たな学問分野をその名称に掲げています。多くは

すでに明治の頃に創設され、以来、おのおのの領域で、日本の人文・社会

科学をリードする役割をはたしてきています。 
 それでは、文学部で、いま、どのような授業がおこなわれているのでしょ

うか。これまでに文学部に接する機会のなかった学生さんは、左ページの

表といままでの知識に照らしあわせ、文学部とは伝統的な学問を昔ながら

のかた苦しい方法で学ぶところだと考えるかも知れません。しかし、それ

は認識不足というものです。 

 文学部の授業はおどろくほど多様で、毎年 800 近い講義や演習が開講さ

れています。「ウィトゲンシュタイン『哲学探究』を読む」「古文書学概論」

「ドラヴィダ語比較研究」「ポスト福祉国家の社会学」「葬送儀礼の変容と

死生観」「劇場制作と劇場政策」など、今年開講される予定の授業題目を手

あたり次第に取り出してみただけでも、文学部の学問領域の気の遠くなる

ほどの広さがおわかりになると思います。さらに、大学院人文社会系研究

科では、文学部のさまざまな研究領域や学内の諸研究機関を学際的につな

ぎ、学外の文化行政機関や文化施設などとも連携して、文学部の有する豊

かな知見を積極的に社会に向けて開き、生かしてゆくために、2000 年度か

ら文化資源学、2002 年度からは韓国朝鮮文化という新しい研究専攻が開設
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